
里山活性化推進事業（小別沢） 概要説明資料

＜里山とは＞
森林と農地が連なり、人と自然が共生し

ているような、市街地周辺の優れた景観を
有する地域。
例：西）小別沢や南区・清田区の一部

＜里山活性化の事業モデル＞

＜現状及び背景＞
・農業の衰退（高齢化・担い手不足等）
・人口減少、コミュニティの希薄化
・所有地の放棄、景観の悪化
・未活用状態の森林
（人工林少・担い手不足・木材価格安）

・森林環境譲与税の創設
＜課題＞
・地域の特性に応じた柔軟な農業振興施策
・森林環境譲与税による森林整備促進施策
＜方向性＞
里山の特性を生かした、森林と農地の一

体的な保全・活用策（里山活性化構想）の
検討・実施

※西）小別沢をモデル地区として先行着手。
事業モデルを確立した後、他地区に展開

＜事業スケジュール＞＜目指す将来像＞

事業の概要・方向性 札幌市の果たすべき役割

令和3年9月 農政部

＜里山のイメージ＞

＜里山の現況（小別沢）＞

令和元年度 令和２年度 令和３年度

＜想定される関係者＞
町内会、農業者、林業者、木工製品製造・販売業者、社会福祉法人、NPO法人、JAさっぽろ、森林組合、
国）北海道森林管理局、道）石狩振興局、市）関係部局 など

里山を活かす林業
（小規模・間伐・広葉樹活用
川下との連携・森の活用）
木製品（玩具・食器等）
薪炭等の製造・販売

森（山）

人（里）農（里）

マーケティング
商品開発
販路開拓
食育・木育
福祉との連携
情報発信

直売所・マルシェ
ファームレストラン
ピザ窯・バーベキュー
収穫体験・学習農園

市民農園

円卓会議
市(事務局)・町内会・企業等

基本方針の統一
つながりの場

情報共有
意見交換
勉強会

【札幌市の役割】
プレイヤー集め・活動支援

〇円卓会議の設置・運営
〇国・道の各種補助制度の仲介
〇森林所有者への協力依頼、
林業者の公募・監督
〇森林環境譲与税を財源とする
森林整備（促進）費の補助
（間伐費、作業道整備費等）
〇広報・マッチング活動
〇建築規制に関する調整・検討
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委託 委託

収益の一部

※下線部分が譲与税の
主な使途候補

事業モデルの検討

円卓会議の開催円卓会議の設立

事業モデルの精査

民間主体の里山活性化活動

森林所有者交渉・契約

森林整備

森林所有者交渉・契約

林業者公募

地域住民（農家）ヒアリング 地域外企業等とのマッチング

ミニイベント
（木育・食育）


